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令和６年度第２回新潟県内水面漁場管理委員会議事録 

 

 １ 招集状送付年月日    令和６年 10 月９日（水） 

 

２ 開催日時        令和６年 10月 23 日（水） 14 時 30 分 

 

 ３ 開催場所         新潟市中央区新光町４番地１ 

新潟県自治会館本館 4F 401 会議室 

 

 ４ 委員の定数並びに    委員定数 10 名 

   出席状況        委員出席  ８名 

 

 ５ 出席者 

内水面漁場管理委員会委員 

   藤田利昭、小島正朗、富井冨士子、平田茂伸、髙橋卓、西村誠、阿部信裕、山本麻希 

新潟県農林水産部水産課 

    河村課長 

内水面水産試験場 

佐藤場長 

内水面漁場管理委員会事務局 

吉田副参事、山口書記、上村書記、夏川書記 

 

 ６ 議 題 

（１） 第五種共同漁業権遊漁規則の変更認可について（諮問） 

（２） 全国内水面漁場管理委員会連合会令和７年度中央省庁への提案項目の素案及び重点課題につ

いて（協議） 

（３） 全国内水面漁場管理委員会連合会中日本ブロック協議会内における照会・協議事項について

（協議） 

（４） その他 

  

７ 会議の顛末 

  定刻となり、藤田会長挨拶の後、議事に入った。 

 

吉田副参事 

 

 

藤田会長 

 

 

 委員の出席状況と委員会の成立を報告。 

 配布資料を確認。 

 

 ただいまより令和６年度第２回新潟県内水面漁場管理委員会を開会します。

それでは議事に入る前に議事録署名人を指名させていただいてよろしいで

しょうか。 
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一同 

 

藤田会長 

 

 

 

河村課長 

 

藤田会長 

 

山口副参事 

 

藤田会長 

 

 

 

一同 

 

藤田会長 

 

一同 

 

藤田会長 

 

 

 

 

 

一同 

 

藤田会長 

 

 

 

 

一同 

 

藤田会長 

 

［異議なし］ 

 

それでは議事録署名人として、西村委員、山本委員お願いします。 

 では議事に入ります。第五種共同漁業権遊漁規則の変更認可について（諮問）

は知事からの諮問事項です。県から諮問をお願いします。 

 

［諮問文を朗読］ 

 

ただいま、県から諮問を受領しました。事務局から説明をお願いいたします。 

 

[資料１に基づき説明] 

 

はい。何件かありますが、内容がだいぶ異なりますので、一つずつ皆様にご

意見を伺いたいと思います。まず、荒川のもくずがにの漁期について何かご

意見ありますでしょうか。 

 

［意見なし］ 

 

 よろしいですか。 

 

［異議なし］ 

 

（漁期が）産卵期に係る部分はありますが、漁獲する量も大したことなく、

資源量も多いと聞いております。次に刈谷田川漁協、五十嵐川漁協、魚沼漁

協について、これは例年の議題である釣堀的漁場の更新に加えて、魚沼漁協

においては遊漁料の値上げもあるとのことですが、これについて何かご意見

ありますでしょうか。 

 

［意見なし］ 

 

 よろしいですか。値上げについてはしっかりとした根拠があるとのことです

ので、問題ないかと思います。次に関川水系漁協・北信漁協管内のキャッチ

アンドリリース区間におけるリリース対象魚種に、やまめとにじますを追加

したいとのことですが、これについて何かご意見ありますでしょうか。 

  

［意見なし］ 

 

 よろしいですか。続いて能生内水面漁協について、高等学校生徒の遊漁料の

減免に関して、いかがでしょうか。 
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一同 

 

藤田会長 

 

一同 

 

藤田会長 

 

 

一同 

 

藤田会長 

 

 

 

 

 

 

夏川技師 

 

藤田会長 

 

 

夏川技師 

 

 

藤田会長 

 

吉田副参事 

 

夏川技師 

 

 

 

 

 

 

藤田会長 

 

［意見なし］ 

 

 はい。では、本議題について全体的に何かご意見があればお願いします。 

 

［意見なし］ 

 

 よろしいですかね。それでは、議題（１）については、諮問どおり知事に答

申することとしたいと思いますがよろしいでしょうか。 

 

［異議なし］ 

 

それでは、議題（１）については承認していただきましたので、事務局案の

とおり取り扱うことといたします。 

 

次に（２）「全国内水面漁場管理委員会連合会令和７年度中央省庁への提案

項目の素案及び重点課題について（協議）」ですが、事務局から説明をお願

いします。 

 

［資料２に基づき説明］ 

 

 はい。確認なのですが、この議題では重点課題以外は削除してしまっていい

のでしょうか。 

 

 小項目を削除するかどうかの判断は連合会事務局が行いますので、この場で

は重要な項目を選ぶだけになります。 

 

 重要だと思う項目を一つ選ぶという事ですね。分かりました。 

 

 今回の作業の経緯を説明してください。 

 

 失礼しました。今回の経緯についてご説明いたします。皆様のお手元の提案

書（素案）中には、提案項目がⅠ～Ⅶまで７つ、それに加えて提案項目の中

に 26 の小項目がございますが、小項目が年々増え続けた結果、どれが重要

なのか分かりづらくなっていました。そのため、提案書の内容を整理する運

びとなり、各県の漁場管理委員会で提案項目を精査し重点項目を選出するこ

とになりました。 

 

 今の説明ですと、提案項目を削除する必要があるようにも思えるのですが、

そうではないという事ですよね。 
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夏川技師 

 

 

 

藤田会長 

 

 

 

一同 

 

藤田会長 

 

 

一同 

 

藤田会長 

 

 

山本委員 

 

 

藤田会長 

 

富井委員 

 

 

藤田会長 

 

富井委員 

 

 

 

 

藤田会長 

 

 

 

一同 

 

 提案項目を削除するかどうかの判断はこれから漁場管理対策検討会で協議

することになりますので、今は各県の漁場管理委員会で重点課題を選出する

だけになります。 

 

 分かりました。提案書の内容を一つ一つ協議すると大変な作業になると思い

ます。字句や文言についてはこれでよいかと思いますので、重点課題の選出

について、一つずつ進めてもよろしいでしょうか。 

 

［異議なし］ 

 

 まず皆様から意見をお聞きした上で、事務局の考えを聞くという事でよろし

いでしょうか。 

 

［異議なし］ 

 

 まず、Ⅰ外来魚対策について委員の皆様のご意見を伺いたいと思います。い

かがでしょうか。 

 

 私は小項目１番だと思います。毎年対策をしなければならないことですの

で、予算の確保は大切だと思います。 

 

 はい。他に何かご意見ありますでしょうか。 

 

 小項目１番も大切だと思いますが、密放流が後を絶たないので、小項目２番

も大切だと思います。 

 

 小項目１番か２番のどちらかを選ぶとしたら、どうですか。 

 

 小項目１番が重要なのは承知していますが、密放流問題も深刻な状況です。

密放流がいけないことだと知っている人もいますが、知識がない人もいま

す。密放流を防止するためには、知識がない人への周知も大切かと思います

ので、小項目２番も重要と考えます。 

 

 国に要望すると割と丁寧に一つ一つ回答してくれると思います。小項目１番

が特に重要だけれども小項目２番についても捨てがたいというご意見です

ね。他に、何かご意見がある方はおられますでしょうか。 

  

［意見なし］ 
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藤田会長 

 

 

夏川技師 

 

 

 

藤田会長 

 

 

 

一同 

 

藤田会長 

 

 

一同 

 

藤田会長 

 

山本委員 

 

 

 

 

 

 

藤田会長 

 

 

一同 

 

藤田会長 

 

一同 

 

藤田会長 

 

阿部委員 

 ご意見がないようですので、事務局の考えを聞きたいと思います。事務局と

してはどのように考えていますか。 

 

 事務局としては、重点課題として小項目１番を選びましたが、富井委員から

もご意見を頂戴しましたので、この委員会後に会長と事務局で相談して重点

課題を決定させていただければと思いますが、いかがでしょか。 

 

 小項目１番が重要だという事は皆様同意見だと思いますので、小項目２番を

どのような扱いにするかという事を相談させていただいてよろしいでしょ

うか。 

 

［異議なし］ 

 

 それでは、提案項目Ⅰはその様にいたします。続いてⅡ鳥獣による食害対策

について、皆様から何かございますでしょうか。 

 

［意見なし］ 

 

 山本先生いかがでしょうか。 

 

 小項目１番だと思います。カワウに関して今一番困っていることは、個体数

がリバウンドしていることです。その原因としては、琵琶湖の竹生島にあっ

たコロニーが拡散し、市街地の河川などにコロニーを形成した結果、シャー

プシューティングによる個体数管理ができなかったためです。個体数をしっ

かりと管理できるようになってから初めて次のステップへ移れると思いま

すので、個体数管理の手法の開発が大切だと思います。 

 

 仰るとおりだと思います。他にご意見がなければ、新潟県としては小項目１

番を重点課題に選びたいと思いますがいかがでしょうか。 

 

［異議なし］ 

 

 続いて、Ⅲ魚病対策についてですが、これについていかがでしょうか。 

 

［意見なし］ 

 

 阿部委員いかがでしょうか。 

 

 増殖事業をしていて一番に気にかかるのは病気についてですので、小項目１
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藤田会長 

 

夏川技師 

 

 

 

藤田会長 

 

 

一同 

 

阿部委員 

 

 

藤田会長 

 

佐藤場長 

 

 

 

 

藤田会長 

 

 

 

一同 

 

藤田会長 

 

 

 

一同 

 

藤田会長 

 

髙橋委員 

 

番かと思います。 

 

 ありがとうございます。事務局はどう考えていますか。 

 

 事務局としても小項目１番を考えております。冷水病等の魚病の発生件数は

減少傾向ではあるものの、未だに魚病被害が見られますので、この小項目が

重要だと考えました。 

 

 分かりました。それではこの提案項目も小項目１番を選ぶという事でよろし

いでしょうか。 

 

［異議なし］ 

 

 ちなみに、コイヘルペスの影響が続いていますけど、現状の被害状況などに

ついて何か情報はありますか。 

 

 場長いかがですか。 

 

 自然河川での発生は減っています。自然界にだいぶ KHV が蔓延したからだと

思われますが、問題は KHV が存在していることでコイの放流ができなくなる

という事です。コイを放流したいのに放流できないという困りごとが全国的

にあるようです。 

 

 新潟県としては、錦鯉に KHV が感染すると大変ですが、漁場管理という観点

から見れば小項目１番が重要だと思いますので、そのように報告させてもら

ってよろしいでしょうか。 

 

［異議なし］ 

 

 次にⅣ河川環境の保全についてですが、これは非常に大きな項目なので、重

点課題を複数選んでいただくことになると思います。委員の皆様からご意見

をいただいた後に絞り込みを行うという形でよろしいでしょうか。 

 

［異議なし］ 

 

 では、髙橋委員いかがでしょうか。 

 

 小項目２番に記載の水質については、最近（水質が）よくなってきている傾

向にあるので今それを取り上げるよりは、生物の生息地を残した河川改修に
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藤田会長 

 

 

富井委員 

 

 

 

 

髙橋委員 

 

 

 

藤田会長 

 

 

平田委員 

 

 

 

 

 

 

 

藤田会長 

 

 

富井委員 

 

 

 

藤田会長 

 

 

 

平田委員 

 

 

ついて要望した方がいいと思います。 

 

 水質については、あえて言う必要はないという事ですね。他にいかがでしょ

うか。 

 

 私は小項目２番も大切だと思います。今、肥料にプラスチックを被覆した徐

放性肥料がよく使われていますが、それが河川を通じて海に流失してマイク

ロプラスチックになることが問題となっています。これまで以上に海川山の

連携が大切となっているので、この項目も大切だと思います。 

 

 確かに、肥料や殺虫剤などの計測が難しいものについては、未知な部分があ

るので提案してもいいと思います。それが伝わるように文言を検討する必要

があると思いますが。 

 

 小項目２番については重点課題というよりも、農薬や除草剤の件を強調した

書き方にするのがよいというご意見ですね。他にいかがでしょうか。 

 

 漁協の立場から言うと、小項目３、６、７、８番が重要だと思いますね。気

候変動の影響で川が氾濫して被害が出ていますが、その対策をしてもらうの

がまず一つですね。うちも２年前に被害を受けまして、ウライはやっと再開

できましたが、ダムの近くにある漁場では大雨が降るたびにダムから濁水が

放水されるので漁場の回復が遅れています。ですので、漁協としては小項目

３、６番がメインで、それに加えて天然あゆや気候変動に係る小項目７、８

番が大事だと思いますね。 

 

 災害によって内水面漁場が痛んでいるというということを委員会として伝

えた方がよいという事ですね。他に意見ありますでしょうか。 

 

 山と里が連携して災害対策をしないと最終的に被害を受けるのは内水面だ

と思います。包括的な対策をすることが重要だと思いますので、それらが分

かるような文言に修正することが必要だと感じました。 

 

 はい。提案行動では、担当者が農水省だけでなく国交省にも行きます。その

際にここで出た意見を伝えてもらえるよう事務局から働きかけてもらえば

と思います。 

 

 提案項目を分けずに、ひとまとめにして書くことは出来ないんですかね。そ

れが理想だと思いますが。 
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藤田会長 

 

 

 

夏川技師 

 

 

 

藤田会長 

 

 

 

 

富井委員 

 

藤田会長 

 

 

夏川技師 

 

 

 

平田委員 

 

 

夏川技師 

 

 

藤田会長 

 

平田委員 

 

藤田会長 

 

 

 

一同 

 

藤田会長 

 全県から出た様々な意見を連合会事務局がまとめて提案書を作り、それをま

たお諮りするので改訂が中々進まないのが現状です。今出た意見を県から連

合会事務局へ挙げたとしてもそれを諮る時間はないですよね。 

 

 今年度中はないと思います。来年の３月に漁場管理対策検討会があります

が、その時点ではかなり練られた提案書が諮られる予定ですので、そこから

大きく改訂されることはないと思います。 

 

 提案書を直すとその都度各県に意見を伺って、その意見をまた集約して、と

いった作業になりますので時間が足りません。この場は次の提案書作成に向

けて意見を出して、修正できる箇所だけを幹事県に修正してもらうという事

でいかがでしょうか。 

 

 早めに対応していただけるとありがたいです。 

 

 今意見を伺った感じですと、小項目１、３、６、７、８番が重要だと意見が

出ました。事務局としてはどう考えていますか。 

 

 事務局としては、小項目１、３、６番を考えていました。小項目７、８につ

いては、国が主導となって、すでに資源調査や技術開発などを実施している

ので、重点項目として選出しませんでした。 

 

 もう調査などやっているということは、どこかで発表される機会があるとい

う事ですか。 

 

 まだやり始めたばかりですのですぐではないかと思いますが、いずれ発表さ

れると思います。 

  

 今、事業が始まったところだということです。  

 

 結果が分かったら教えてもらえればと思います。 

  

 この提案項目のまとめ方については、私と事務局に任せていただいてよろし

いでしょうか。委員の皆様が仰ったことになるべく近づけるような形にした

いと思います。 

 

［異議なし］ 

 

 はい。続いてⅤ放射性物資についてですが、こちらは本県にあまり関わりが
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一同 

 

藤田会長 

 

夏川技師 

 

 

 

藤田会長 

 

 

一同 

 

藤田会長 

 

 

 

一同 

 

藤田会長 

 

夏川技師 

 

 

 

 

藤田会長 

 

 

一同 

 

藤田会長 

 

 

一同 

 

藤田会長 

ないかと思いますが、ご意見ありますでしょうか。 

  

［意見なし］ 

  

 ご意見ないでしょうかね。事務局はどのように考えていますか。 

 

 事務局としては、小項目１番を選びました。放射性物質の長期的な動態を把

握するためには、今後もモニタリングを続けることが重要であるため、小項

目１番を選びました。 

 

 分かりました。委員の皆様から特に意見がなければ１番を選出するという事

でよろしいでしょうか。 

 

［異議なし］ 

 

 ありがとうございました。続いてⅥウナギ資源の回復についてですが、新潟

はウナギの遡上がほとんどないので、意見しがたいと思いますが、何かご意

見ありますでしょうか。 

 

［意見なし］ 

 

 事務局どうですか。 

 

 事務局としては、この提案項目については重点課題を選ばない方向で考えて

おります。本県にはウナギ資源がほとんどなく、現場の状況や課題が分かり

ませんので、本県から意見するのは適切でないと考え、ウナギ漁業が盛んな

県に重点課題を選んでいただくことが良いのではないかと考えました。 

 

 ウナギ漁業がほとんどない新潟県が意見することではないので、他の県にお

任せしますという事ですね。皆様いかがでしょうか。 

 

［意見なし］ 

 

 はい。それでは最後にⅦ内水面漁場管理委員会の制度についてですが、これ

についていかがでしょうか。 

 

［意見なし］ 

 

 では、事務局いかがでしょうか。 
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夏川技師 

 

 

藤田会長 

 

一同 

 

藤田会長 

 

 

一同 

 

藤田会長 

 

 

 

一同 

 

藤田会長 

 

 

 

 

 

夏川技師 

 

藤田会長 

 

 

夏川技師 

 

藤田会長 

 

山本委員 

 

 

 

 

 

 事務局としては小項目２番を考えています。県費だけでは内水面漁場管理委

員会の運営が困難であるためです。 

 

 わかりました。皆様、小項目２番でよろしいでしょうか。 

 

［異議なし］ 

 

 はい。それでは小項目２番を重点課題といたします。全体を通して何かご意

見ある方がおられましたらお願いします。 

 

［意見なし］ 

 

 よろしいですか。それでは事務局の方で委員の皆様の意見を整理して、それ

らが取りまとまりましたら私も確認した上で幹事県に挙げていきたいと思

います。それでよろしいですか。 

 

［異議なし］ 

 

 はい。よろしくお願いします。 

 

 次に（３）「全国内水面漁場管理委員会連合会中日本ブロック協議会内にお

ける照会・協議事項について（協議）」ですが、事務局から説明をお願いし

ます 

 

［資料３に基づき説明］ 

 

 はい。他県の考えを聞きたい、協議したいということであればこの委員会で

挙げて欲しいという事でよろしいですか。 

 

 はい。 

 

 何か他の県に照会して欲しい事項はありますでしょうか。 

 

 いいですか。以前から、東蒲原郡漁協さんが常浪川にカワウ対策用のテグス

を張りたいそうなのですが、河川占有許可上の問題があるという理由で河川

管理者から許可が下りずに困っているという相談を受けています。一方で、

他県ではかなりのテグスが河川に張られています。他県におけるテグスの許

可状況について聞いてみたいと思いました。 
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藤田会長 

 

 

山本委員 

 

 

 

 

 

 

藤田会長 

 

 

山本委員 

 

 

 

藤田会長 

 

 

夏川技師 

 

藤田会長 

 

山本委員 

 

藤田会長 

 

夏川技師 

 

藤田会長 

 

一同 

 

藤田会長 

 

一同 

 

藤田会長 

中日本ブロック協議会は近隣の県が集まりますので、その場で聞いてみるの

はいいと思います。 

 

 許可を取りやすい県とそうでない県があるようです。群馬県では国交省さん

が漁協さんの活動に配慮している一方で、別の県では占用許可の取得を徹底

させているところもあり、県によって状況がバラバラです。全内漁連が実施

したアンケートの回答を見ても許可の状況が地域によって違うことが読み

取れましたが、具体的な事例までは分からなかったので機会があれば聞いて

みたいと思いました。 

  

 環境省の許可が下りなかったのではなく、あくまでも国交省の許可というこ

とですか。 

 

 ミサゴなどの希少猛禽類が生息している場所では錯誤捕獲の恐れがあるの

で環境省の許可が下りない場合がありますが、そうでない場所では環境省の

許可はほぼ関係ないです。 

 

 分かりました。この案件を中日本ブロック協議会に照会するということは可

能ですよね。 

 

 はい、可能です。 

 

 それでは、照会することにしましょう。 

 

是非、後で情報をいただければと思います。 

 

 回答はいつ頃あるのでしょうか。 

 

 11 月の中旬に中ブロック協議会がありますので、それ以降になります。 

 

 それでは、こちらを新潟県の照会事項とすることでよろしいですか。 

 

［異議なし］ 

 

 他にご意見がある方はいらっしゃいますか。 

 

［意見なし］ 

 

 それでは、新潟県からはテグスの許可状況について照会するということでよ



12 

 

 

一同 

 

藤田会長 

 

 

 

吉田副参事 

 

 

 

藤田会長 

 

 

一同 

 

藤田会長 

 

河村課長 

 

 

 

藤田会長 

 

河村課長 

 

藤田会長 

 

 

山本委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

ろしくお願いします。他に意見ないでしょうか。 

 

［意見なし］ 

 

 それでは照会事項はこの１点ということでよろしくお願いします。 

 

最後に（４）「その他」ですが、事務局から何かありますか。 

 

会長からのご挨拶の中でもありましたが、このメンバーでの委員会は 

これが最後になります。お一方ずつこの４年間の感想等いただければ幸いで

す。よろしくお願いします。   

 

はい。このメンバーで最後ということですので、小島委員からご挨拶お願い

します。 

 

［小島委員から反時計回りで挨拶］ 

 

ありがとうございました。事務局から委員改選の説明はありますか。 

 

今、委員改選の準備を進めています。12 月１日から新しい委員になるとい

うことで、次期の委員候補の方に既に意向をお聞きしたりしています。新し

い委員が決まりましたら、また改めてお知らせします。 

 

任期は 11月 30 日までということですね。 

 

そうですね。 

 

はい。何事もなければこれで最後ということですね。最後に何か伝え忘れた

ことなどございますでしょうか。 

 

いいですか。環境部局の案件かもしれないのですが、数年前に信濃川水系カ

ワウ被害防止対策広域協議会が立ちあがって、信濃川流域の対策をしていま

す。現状では、信濃川しか対策をしておらず、全県の協議会が忘れられてい

る状況です。最近、下越でカワウが増えてきているという話を内水面漁連か

ら聞いていますし、妙高市でも 100 羽を超えるカワウの集団が目撃されてい

るようです。こんな状況にも関わらず、環境部局がやる気をなくし、新しい

巣の探索もやっていない状況ですので、水産課から環境部局に働きかけてい

ただけないでしょうか。 
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 藤田会長 

 

河村課長 

 

藤田会長 

課長よろしいですね。 

 

はい。 

 

はい。それでは、本日予定していた議事は全て終了しましたので、以上をも

ちまして閉会とさせていただきます。今日はどうもありがとうございまし

た。 

 

 

15:30終了 

  


